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聖学院大学学術セミナー
東アジアの平和と民主主義

―北朝鮮問題の展望―

日時　2009年10月17日㈯14：00 ～ 17：30

場所　聖学院本部新館2階集会室
【プログラム】
主催者挨拶
　　　 大木　英夫（聖学院大学総合研究所長、学

校法人聖学院理事長）
講演　 「東アジアの平和と民主主義―北朝鮮問題の展望」
　　　 康　仁徳（聖学院大学総合研究所客員教

授、元統一部長官）
討論　（コメント）
　　　 遠藤　哲也（元日朝国交正常化交渉政府代

表）
　　　小此木　政夫（慶応義塾大学教授）
　　　宮本　悟（聖学院大学総合研究所准教授）
質疑応答
司会　 小田川　興　（聖学院大学総合研究所客員

教授）
【結果の概要】
・参加者は57名。内アンケート回答者13名だった。
・ 講演・「コメント」について、「良い」が共に

92％となり、質疑応答については、「良い」が
72％だった。

・ 自由意見として、「康仁徳先生の講演がよかっ
た」「シンポジウムに向けて2 ～ 3回学術セミナー
をやったらよい」など
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＊ 参加者の年齢は、「70代」が53％と最も多く、
次に「50代」23％、「40代」15％となった。

　男女別には、「男性」84％、「女性」15％となった。
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＊ 職業別には、「無職」が71％と最も多く、「その
他」の内容として「開発技術コンサルタント」「大
学名誉教授」など。

自由意見

・ 六者協議におけるロシアの役割がよく判らな
い。ロシアに何を期待するかについて次回シン
ポジウムで触れてほしい。

・ 政権が変わることによっての変化をわかりやす
くコメントして下さり、良かったです。これか
らもこういう動きを説明して下さい。

・ そろそろ歴史年表を付録として用意していただ
きたい。

・ 韓国の要請で中小企業の技術指導の依頼を受け
8日間、指導協力をしたことがあったので、韓
国の事情を知る事は技術交流上必要である。実
際、中小企業ではなく、三星、金星、現代など
の大企業で、彼らは技術に非常に関心があり熱
心であった近隣諸国と交流上、それぞれの歴
史、現状を知ることが非常に重要であります。
今後もよろしくお願いします。

・ 日本が（現与党が）アメリカに対して、どの様
な政策をとるのかが、北朝鮮問題にもひびくと
思います。もし与党の社民党の主張が通って、
インド洋における補給問題を中止することとな
れば、日本は世界の支持を失います。岡田外相

がどれだけ先見の明を具体的に政策に移せるか
で日本の運命が決まります。日中韓3国共通の
歴史テキストにする政策など、子どもじみた愚
案です。鳩山首相及び、幸夫人に倫理観が乏し
いのも難点です。

・ 康仁徳先生の基調講演は、詳しい資料に基づい
た充実した内容のものだったと思います。それ
を受けての各先生方のコメントも、それぞれ独
自の視点から多様な知識を学ぶ機会を与えられ
ました。また質疑応答では（日本の核武装の可
能性に関する）自らの質問にも詳細に説得力を
もって回答いただけて、満足感を得られました。

・ シンポジウムに向けた学術セミナーは2 ～ 3回
はやったほうがよいのではないか。

・宮本先生の講話グッドです。

康仁徳　聖学院大学総合研究所客員教授、元大韓
民国統一部長官による講演
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